
（様式）

団体名 白沢村

１　一般会計及び特別会計の財政状況（主として普通会計に係るもの） （百万円）

歳入 歳出 形式収支 実質収支 地方債現在高
他会計からの

繰入金

一般会計 4,388 4,195 193 91 4,794 68

２　１以外の特別会計の財政状況（公営事業会計に係るもの） （百万円）

総収益
（歳入）

総費用
（歳出）

純損益
（形式収支）

不良債務
（実質収支）

地方債現在高
他会計からの

繰入金
（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

 712  662  50 50 0 69
（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

 856  856  0 0 0 72
（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

 388  380  8 8 0 65
（歳入） （歳出） （形式収支） （実質収支）

 6  39  6 6 0 0

水道事業会計 307 306 1 - 2,325 168

　（注）　１．法適用企業とは、地方公営企業法を適用している公営企業である。

　　　　　２．不良債務が～百万円となるときは、「△～」と表記している。

３　関係する一部事務組合等の財政状況 （百万円　，　％）

歳入
（総収益）

歳出
（総費用）

形式収支
（純損益）

実質収支
（不良債務）

地方債現在高
当該団体の
負担割合

安達地方広域行政組合 3,084 2,938 146 146 9,480 8

福島県市町村総合事務組合 12,412 11,895 517 517 0 1

４　財政指数

　（注）　実質公債費比率は、平成１８年度の起債協議等手続きにおいて用いる平成１５年度から平成１７年度の３カ年平均である。

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

財政状況等一覧表（１７年度）
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形式収支
193百万円

他会計からの繰入金
　　　　　　　　　６８百万円
基金からの繰入金
　　　　　　　　３８９百万円

（単位：百万円）

H18年度へ繰り越すべき

財源　102百万円
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特別会計の財政状況

総収益　　（歳入）

総費用　　（歳出）

形式収支
実質収支
　50百万円

形式収支
実質収支
　8百万円

形式収支
　1百万円

前年度からの繰越
金があるため形式
収支・実質収支は
６百万となる。

実質収支
　91百万円

4,388百万円 4,195百万円

712百万円

662百万円

856百万円

856百万円

388百万円

380百万円

307百万円

306百万円

39百万円6百万円

（単位：百万円）


